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『平原游 』（1955）『 道游 』（1956）『地雷 』（1962）『自有后来人』（1963）『苦菜花』（1965）































































































































































①『拉 日 （John Rabe）』2009（独仏中合作）との比較：
　『拉 日 （John Rabe）』は中国もからんだ合作映画であるが，監督・脚本はドイツ人である。
『南京！　南京！』『拉 日 （John Rabe）』いずれも，むろん日本軍の残虐行為を描いているが，
『南京！　南京！』の方が日本軍の残虐行為をこれでもかこれでもかと数多くかつ強調して描い

















































































⑦  1997年に遼寧教育音像出版社が制作した全20集テレビドキュメンタリー『中国抗日 争
』第5集「南京大屠 」との比較：





　『中国抗日 争 』第5集「南京大屠 」は，過去を反省する現在〔1997年頃〕の日本人の
存在に触れることもしていない。そして，「（南京大虐殺の）規模の大きさ，持続期間の長さ，
殺害された人数の多さ，殺人方法の残虐さは，人類文明史上まれに見るものである。第二次世界
大戦の終結からすでに五十年余り経ち，南京大虐殺からすでに六十年経った。不幸なことに，日
本の軍国主義の亡霊が存在し，南京大虐殺の事実を否定する日本人すらいる。しかし，この中国
人の心に刻まれた歴史は消し去ることのできぬものであり，決して彼らを許すことはないのであ
る。」とのナレーションで終わっている。
　以上のドラマ映画やドキュメタリーと比べても，『南京！　南京！』における良心的な日本人
角川や富田の存在は特筆すべきものと言うことができよう。
　また，『南京！　南京！』では，冒頭にも最後にも，今日（戦後から今日にかけて）の日本人
がかつての侵略戦争に対し無反省であるということをあえて伝えようとするような字幕やナレー
ションなどは見られない。①③⑤⑥⑦に，今日（戦後から今日にかけて）もかつての侵略戦争に
対し無反省な日本人がいることを伝えようとするような場面，字幕ないしナレーションがある（た
だし，③の場合は，正確に言うと，多くの戦犯が戦後民間に隠れたとの内容の字幕であるが。）
ことからすると，やはり今日の日本人がかつて侵略戦争に対し無反省であるということを伝えよ
うとする部分がないということも，『南京！　南京！』の一つの特色であるといえよう。
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1）『名古屋学院大学論集　人文・自然科学篇』第47巻第1号2010年7月
2）「『南京！　南京！』役決め：小豆子は一枚の写真がもとに」人民網日本語版2009年4月23日
3）シネマトゥデイ映画ニュース　2009年9月22日
4）「シネマトゥデイ」2009年9月22日によると，日本でも公開される（おそらく2010年）ことになったと陸川
監督が述べているが，少なくとも2010年9月上旬の現在においてはまだ公開されていない。
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し出すことを要求した際，姜淑雲の表情や語気には憤りと悔しさが満ちていたが，それは極めて例外的な場
面と言えるし，またこの場面にしても，日本軍の理不尽なまでの横暴さを考えると，姜淑雲の表情や語気は
至極当然のものと思われる。
6）なお，当時，大使館には「富田」という名の大使館員はおらず，「富田」は実在の人物ではない。
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月28日についての記載
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10）産経新聞2007年2月24日夕刊に載った産経新聞福島記者の質問に対する監督の言葉
11）シネマトゥデイ映画ニュース2009年9月22日
12）この映画では，1938年に入ってから〔映画の登場人物である姜淑雲，唐天祥，周梅暁，江香君，百合子ら
最近の中国映画に描かれた日本像・日本人像について（2）　『南京！　南京！』
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の卒年は，1938年ということになっている。〕，しかも，それもラーベが南京を離れた日〔史実では1938年
2月23日〕より後に，式典が行われているようなので，史実と食い違っている。この場面は，やはりその点
から言っても，史実のままではないといえる。
13）『南京戦史資料集2』南京戦史編集委員会編纂，偕行社，1993年，142ページ
14）『岡村寧次大将資料（上）』原書房，1970年，291ページ
15）『天皇の軍隊と南京事件』吉田裕，青木書店，1986年，157ページ
16）『南京事件』〔秦郁彦，中公新書，増補版2007年〕172ページに引く阿南資料
17）『外交官の一生』石射猪太郎，読売新聞社1950，中公文庫1986
18）シネマトゥデイ映画ニュース2009年9月22日
19）「中国網日本語版」2009年9月24日
20）2006年末，産経新聞福島香織記者によるインタビューで。産経新聞2007年2月24日夕刊・2009年6月21日
朝刊
21）上海での日本人向け上演会後の交流会で。共同通信2009年5月23日
22）「中国網日本語版」2009年9月24日
23）大陸では上演されていないが，VCDやDVD等で見ることはできた―むろん今でもできる―し，ネット上な
どで見ることもできる。
24）大陸では上演されていないが，VCDやDVD等で見ることはできた―むろん今でもできる―し，ネット上な
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